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第 3 章では， 触媒金属に質的な変化を生ぜしめ， 活性を低下させる主な原因として考えられる酸
化，半融およびヨウ素毒作用の 3 つについて検討している。パラジウム触媒の酸化は300 0C 以上で，






度を有する簡便な設計式を提案し，コンピユータコードを作成している。直径が 10cm と 30cm の再
結合器について充填層内温度分布と出口水素濃度の測定を行い，実測値と計算値とが良好な一致を示
す成果を得ている。
第 5 章ば，本研究によって得られた結果のまとめである。
論文の審査結果の要旨
本論文は，動力用原子炉に生ずる爆鳴ガスをなくし，放射性排気の減容をさせる触媒充填装置を開
発するために，理論的ならびに実験的に研究をした成果を述べている。
そのうち，とくに多孔性アルミナに担持させたパラジウム触媒による酸水素再結合反応の速度式を
導き，反応操作計算に役立て，その有用性を実験によって明かにしている点は注目に値する。
乙のように本論文ば，原子力工学に寄与すると乙ろが大きく，博士論文として価値あるものと認め
る o
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